
 

 

三重県豚熱・アフリカ豚熱対策本部 第２回本庁対策本部員会議 

 

日時：令和３年４月２３日（金）１８：００～ 

場所：プレゼンテーションルーム       

 

 

１ 県内の養豚農場における防疫措置の完了について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 豚熱感染拡大防止対策等について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本部長指示事項 
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１ 県内の養豚農場における防疫措置の完了について 

 

（１）発生農場の概要 

所 在 地：津市 

飼育状況：飼養豚 １０，９０２頭 

 

（２）経緯 

４月 13日

（火） 

・当該農場から中央家畜保健衛生所（以下、「中央家保」という。）に、

飼養豚に異状がある旨の通報を受け、中央家保で豚熱簡易検査を実

施した結果、陽性を確認 

４月 14日

（水） 

・検体を国の検査機関（動物衛生研究部門〔東京都小平市〕）に移送 

・検査の結果、国において患畜確定（19時 00分） 

・三重県豚熱・アフリカ豚熱対策本部第１回本庁対策本部員会議を開

催し、対応方針を決定 

・自衛隊に対する災害派遣を要請（20時 07分） 

・殺処分の開始（22時 00分） 

４月 17日

（土） 
・自衛隊に対する災害派遣の撤収要請（17時 00分） 

４月 19日

（月） 
・殺処分の完了（17時 58分） 

４月 23日

（金） 
・防疫措置の完了（16時 00分） 

４月 23日

（金） 

・三重県豚熱・アフリカ豚熱対策本部第２回本庁対策本部員会議の 

開催（18時 00分） 

 

 

 

 

 

 



（３）防疫措置スケジュール（実績） 

 

4月 14日 4月 15日 4月 16日 4月 17日 4月 18日 4月 19日 4月 20日 4月 21日 4月 22日 4月 23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）防疫体制（延べ人数（名）：速報値） 
 獣医師 

県職員 自衛隊 
国・市

職員 

民間 

事業者 
合 計 国・

他県 
団体 県 

殺処分 19 4 118 588 595  24 1,348 

埋却    134   238 372 

清掃・消毒   43 360    403 

その他    1,015 557 95 408 2,075 

合 計 19 4 161 2,097 1,152 95 670 4,198 

【参考：主な協力機関（延べ人数）】 

・獣医師派遣：国 9 名（動物検疫所 7 名、動物医薬品検査所 2 名）、他県 10 名（岐阜県      

3名、愛知県 4名、兵庫県 3名）、団体 4名（県獣医師会） 

・（一社）三重県建設業協会より 238名（埋却に関する業務に従事） 

・津市より 66名（消毒ポイント業務に従事 9名、その他資材管理業務等に従事 57名） 

・ＪA津安芸より 34名（資材集積所等でのフォークリフト業務に従事） 

・三重県ペストコントロール協会より 69名（消毒ポイント業務に従事） 

・（一社）三重県警備業協会より 125名（交通規制及び資材置場の警備業務に従事） 

・三重交通株式会社、久居交通株式会社より 171名（作業従事者の送迎業務に従事） 

・農場関係者 33名（農場のフォークリフト業務に従事） 
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２ 豚熱感染拡大防止対策等について 

 

（１）養豚農場等における感染拡大防止対策 

〇飼養衛生管理基準の遵守徹底 

・人や車両等の出入の際の消毒、長靴の履き替え等対策の徹底 

・農場における防護柵等の点検及び設置の強化 

・離乳豚舎における消毒薬噴霧によるウイルス侵入防止対策の促進 

・飼養豚等の観察の強化及び即時通報の徹底 

〇小動物も含めた野生動物侵入防止対策の強化 

・豚舎（離乳豚舎）外周への野生小動物侵入防止のための亀甲網の設置 

・離乳豚舎周辺での小動物捕獲用粘着シートの設置 

・豚舎に敷くオガクズ等の保管倉庫における小動物侵入防止策の徹底 

〇農場周辺の野生獣や小動物の生息・出没状況等に係る情報の養豚農場へ

の提供とそれらを農場に近寄らせない環境の整備 

〇豚を離乳豚舎など豚舎間で移動させる際の運搬用具等の導入促進 

 

（２）野生いのししの捕獲強化 

〇県内全域における調査捕獲を通じた捕獲の強化 

〇養豚農場周辺での重点捕獲など指定管理鳥獣捕獲等事業（県主体）を  

通じた頭数倍増による捕獲の強化 

 

（３）経営支援対策 

〇発生農場の経営維持・安定に向けた資金繰り支援 

・三重県豚熱緊急対策資金の融資枠拡大及び利子補給、保証料の無償化 

・農林漁業セーフティネット資金への利子助成 

・家畜疾病経営維持資金（国制度資金）の無利子化 

〇畜産業者向け経営相談窓口の設置 

  ○農業近代化資金における利子補給枠の設定 

 

（４）風評被害対策 

〇食の相談窓口の設置 

〇各市町等への「豚熱に関する正しい知識の普及・啓発」依頼 

〇風評被害発見時の通報依頼、県関係部署への通知 

〇風評被害防止のための啓発物品の配布 
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